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Ⅲ．特になし
農業機械や農具を用いず起こった事故を「特になし」と分類している。

１．歩行中の事故

１．歩行中の事故 ① ３７

自宅から約1km離れた水田の土手でフキを取ろうと鎌と袋を持って出かけ、土手の傾

斜で滑り、転んで石に頭を打った。 （平成27年 5月下旬 午後5時頃、女性・83

歳）

事故の概況

自宅から約1km離れた山の水田の土手に生えている山フキを採るため、刃渡り10㎝、柄

の長さ30㎝、重さ100gの鎌と肥料袋を持っていた。斜面の長さ1.5m、傾斜37～40 度の土

手の草で滑って転んだ。靴は滑りやすい長靴であった。

転んだとき、土手にある石に頭をぶつけたのか、記憶にない。10分ぐらい土手で横にな

っていたようだ。気が付いて、

慌てて歩いて帰宅。娘が帰って

きていて、母親のいつもと違う

言動を不審に思い、訪ねると、

出血はしていないが頭を打った

ようだとのことで、救急車を呼

んだ。右前の部分が陥没してい

た。入院して、点滴をして3日

目に目の白い部分が真っ黒にな

った。これが消えるには2週間

かかった。1か月後に再受診し

た。頭蓋骨骨折、急性硬膜下血

腫、入院17日、通院2カ月。

事故原因と対策

一人で携帯電話も持たずに出かけたのは、きわめて危険。人通りの少ない山の畑だから

こそ、携帯電話を持っていく必要があった。歳をとればとるほど、啓汰電話の携帯が重要

である。GPS機能で居場所も確認できる。本人は、すぐ近くという意識だったが、自宅か

ら約1kmも会った。土手は、石が多く、直径20㎝ぐらいのものが、多数ありこれに頭をぶ

つけたようだった。ほとんど人通りのない山道だけに、もし気を失っていたなら、危険な

状態になっていたとも考えられる。滑りにくい長靴を履いていけばよかった。

足を滑らせ転んだときに、土手にあった石に
頭をぶつけ、しばらく意識不明。見た目には全
く感じられなかったが、頭が陥没していた。
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１．歩行中の事故 ② ３８

ベジタブーツを履き、レタスの苗箱を持ちながら定植作業をしようと、マルチの上を

歩いていて、滑って転倒し、足を捻挫した。

（平成27年 4月下旬 午後3時頃、女性・67

歳）

事故の概況

自宅近くの畑でレタスの定植作業をしていた。レタスの苗箱（約5㎏）を持ち、マルチ

の上を歩いていて、滑って転び、

左足を捻挫した。もともと右足も

不自由なこともあり、左足に負担

がかかったようだ。

捻挫した足が夜になって痛くな

ったので、湿布薬を貼ってがまん

した。翌日、車で10分ほどの整骨

院を受診した。30歳代の若い人が

診てくれた。湿布薬が貼られ、包

帯をし、マッサージなどが施され

た。その後、通院した。左足首捻

挫、通院27日。 ＊事故のあった場所

事故原因と対策

以前に傷めた右足をかばうように歩くようになっており、少しの荷物を持つのも負担で

あった。履いていたベジタブーツは、マルチを傷つけないように靴底の刻みが浅くなって

おり、滑りやすいものであった。

畑は7～10度の傾斜があるが、マルチは等高線状に張られていた。マルチは除草対策も

あり、ほぼ全面に張られ、マルチが風などで舞わないように、マルチとマルチの間に土を

軽く乗せられていた。そのため、その土の上を歩くこともマルチを傷めない配慮が必要で

あった。

マルチを傷つけないように、ベジタブーツを履くことが多いが、そのために靴底の刻み

が浅く、滑りやすい。滑りにくい、しかもマルチを傷つけない生ゴムなどを素材として使

用するのはどうだろうか。農業用履物について科学的に分析が必要である。

事故後は、畑作業をやめ、孫の面倒を見ている。
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１．歩行中の事故 ③ ３９

畑のカボチャに水をあげようと、土手下の川からバケツでくみ上げ、土手を上ろうと

したとき、左足がぎくっとなって膝を痛め半月板断裂。

（平成27年 6月上旬 午後3時頃、女性・67

歳）

事故の概況

自宅前にある畑に、主人がカボチャを6本植えてくれて、水やりをしようと、畑の土手

下の川の水をバケツに汲んで、土手を上ろうとしたとき、膝がぎくっと傷めてしまった。

カボチャ1本につき、5リットルバケツに1杯ずつ、最後のカボチャにあげる水であった。

バケツは左手に持ち、水を汲み、左手にバケツを持ったまま土手を上がろうとした。土手

の高さは150cm、斜度は42度であった。靴はいつも履き慣れている短めの長靴を履いてい

たが、靴底の刻みは浅く、滑りやすかった。

土手を上がるとき、音がするほどぎく

っとなった。這うほどではなかったが、

自宅まで80mぐらいを慎重に静かに歩いて

帰った。主人の車で10分ほどの近くの病

院を受診した。痛み止めの注射をしてし

ばらく様子をみることにし、10日後に半

月板の手術をした。同じ病室には、同じ

半月板断裂をした患者さんが2人いた。退

院後週に2回通院した。今は全く痛みもな

く、傷跡もない。左半月板断裂 手術入

院8日、通院17日間。

事故原因と対策

主人は、家の前の畑でもあるということで、ホースで水道水

を上げればいいといっていたが、畑のすぐ下に流れている川の

水がもったいないと思い、バケツでくみ上げようと思った。長

靴は片足330gと軽く履きやすいが、長靴の底の刻みが少なく滑

りやすかった。ベジタブーツと同じようだった。バケツも約5

リットルは入るだろうというプラスチック製のもので、420gと

軽く扱いやすいもののように思われた。土手の長さは150cm、

斜度は42度であった。その上に畑があるが、120cmの内側に、鹿よけの網が高さ150cmで畑

1反歩の全体を囲むように巡らされていた。その一部をピンで止め、水やりのときには出

入り口を設けていた。

今年は水やりのことも考えてカボチャの植える位置を検討するという。

手に５㍑のバケツに水を入れ、斜度42度の土手1.5m
を上る途中、膝がガクッ。67歳女性・半月板損傷

軽くて履きやすいが、靴底
の刻みは浅く、滑りやすい
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土手の斜面は42度ときつく、腰に負担がかからないようにくみ上げの方法を考える必要

もあった。

１．歩行中の事故 ④ ４０

自宅前の水田の淵にある柿の木が邪魔になり、切ってもらったので枝を片付けようと

いて2度躓いて転び、腰椎圧迫骨折。 （平成27年 3月上旬 午後2時頃、女性・82歳）

事故の概況

水田の縁にある100年以上経っている柿の木は直径は80㎝と太かった。このままでは、

石垣を崩してしまうので専門家に頼んで切ってもらった。風呂の焚きつけになるような枝

を少しずつ枝などを片付けているとき、自宅に通じる通路で2度転んだ。一度目は傾斜8度

の下り坂で仰向けに尻餅をついて転び、二度目は平坦なところであったが、石に躓いて転

んだ。途中に石があることは知っていたが、枝を持っていたので、下が見えなかったこと

と、運ばなければいけないということで、頭がいっぱいで、石のことはすっかり忘れてい

た。

２週間後の頃風邪をひき、クリニックを受診したとき、腰が激しく痛いことにきづいた。

それから2～3日はあまり食べられず、20日目になり、痛みに我慢ができなくなり。救急車

を呼んだ。玄関で待つようにと指示されたが、寝室からそこまで這っていくようだった。

行きつけの病院では整形外科の医師が学会

でいないということで、他の病院に搬送さ

れた。レントゲン撮影で圧迫骨折のため骨

が潰れていると診断され、入院した。自分

で持っていたコルセットを装着した。第一

腰椎圧迫骨折、入院55日、通院4日

風邪をひいていたので、薬を飲むと蕁麻

疹が起きてしまった。痛いし、風邪で具合

が悪いので、寝ているしかなかった。しば

らくしてリハビリを言われするようにと、

入院中はもちろん退院してからの実施し

た。

事故原因と対策

事故後は草刈り機や管理機を使用することは避けている。以前は草刈機を使って庭や畦

などの草を刈っていたが、事故後は鎌で出来る範囲をしている。

普段通る通路は、躓かないように石などを除き、整備しておく必要がある。もう歳なの

で、重いものは持たないことにした。

木の枝を持って斜度８度の下り坂で転び、
上の平坦の所でも石に躓いて転んだ。長
靴は、歳を取るとつま先が上がらない。
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２．高所転落

２．高所転落 ４１

自宅倉庫の２階から、階段から降りようとして、安全柵代わりに張ってあった縄に足

を引っかけ、そのまま2.8ｍ下のコンクリート床に頭から墜落。１カ月間意識不明。

（平成26年 9月中旬 午後5時頃、男性・71歳）

事故の概況

秋の稲の収穫時期、夕方自宅倉庫の二階にて作業が終わり、階段に降りる際、安全柵代

わりに開口部の両方の鉄骨に縛り張ってあった縄を跨ごうとして足を引っかけ、2.8m下の

コンクリート床に墜落、そのまま意識を失う。開口部は、2.4m×3.5m。2.5mの開口部側に

約65cmの高さに縄が張ってあった。たまたま村の人が犬の散歩で通りかかり、倒れている

本人を発見し奥さんに通告。すぐに救急車を要請。

10数分で救急車到着、総合病院に搬送。頭蓋骨骨折。2.8mの高さから墜落したにもかか

わらず、身体の他の部分の打撲や骨折はほとんど

なかった。ただ、右足首にロープを巻いたような

圧迫痕がかなり長期にわたって残っており、足を

縄に引っかけたとき、右足首に縄が巻き付き、一

瞬逆さ吊りのような状態となり、瞬時、墜落が止

まり、その後縄が体を支えきれず、落下したと考

えられる。

ＩＣＵに１カ月間入院、１カ月後に意識回復。

２カ月後に退院。２年経った今も定期的に通院。

以前より、意識が鮮明ではないとのこ

と。事故後長年続けていた、チューリ

ップ栽培を全て止めた。また、稲作も、

中核農家に全て預けてしまった。

事故原因と対策

２階の安全柵代わりにと張った縄に

脚を引っかけての墜落事故。縄を跨い

で、２階部分を出入りしていた。しか

し、やはら跨ぐのではなく、出入りの

時には、体が出入りできる幅の開閉部

を作るべき。縄では安全柵代わりとは

ならないで、構造物が必要。なお、照

240cm

65cm

安全柵代わりの張った縄を超えようとして足首
を引っかけ、2.8ｍ下のコンクリート床に墜落

2.8m

階段の斜度は60度

階段の段と段の高
さは25cm

天井部分に近いと
ころの横幅60cm

下段の部分の横幅
は80cm

階段を上がった先
の踊り場部分の幅
は80cmと狭い

発見された時は右
側頭部を下に倒れ
ていた

血液は約50cmくら
いの広がりがあっ
たが、脳髄などが
飛び出てはいな
かった
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明も点けておらず現場は暗かった。

服装は、キャップ帽のみであり、とにかく高所作業時には、必ず身体防護の最低限の装

備が必要と考えられた。

３．重量物の運搬

３．重量物の運搬 ① ４２

自宅前にあるビニールハウス内で、稲苗用の箱に調合した土を入れる準備をしていて、

16kgの土の袋を持ち上げ、混合作業用の箱に入れるとき腰を痛め、腰椎圧迫骨折。

（平成27年 4月中旬 午前11時頃、女性・78歳）

事故の概況

自宅前のビニールハウスで、ご主人と稲苗用の土を調合していた。振るった土16kgを入

れた袋を高さ13cm、横88cm、縦58cmの中に中腰で開け、そこへご主人が、肥料や植物調整

剤を秤で量り入れ、手で混合していた。作業は朝8時頃から開始した。混合した土袋が16

袋必要であった。そのため、途中休憩することもなく作業は続けられた。3袋目を持ち上

げたとき、何となく腰が痛くなり、動きづらくなった。

あまりにも痛いので家に帰って休んでいた。夜、風呂に入ったがそれもいけなかったよ

うだ。翌朝になって、這うようになってしまい、主人の車で15分ほどの病院を受診。その

病院にはMRIがなく、他の病院でMRIを撮った。圧迫骨折と診断され、もとの病院に17日入

院、点滴。ギブスを2週間、コルセットを1カ月。退院後も骨粗鬆症の注射のために月に1

回、7カ月通院。体を伸ばすと痛い。高いところは手が届かず、重いものが持てない。診

事故原因と対策

身長143cm、体重51kgであり、78歳の高齢

の女性には、16kgは重すぎる。本人は兄弟

の中でも丈夫なのが取り柄で、今までに病

院に入院したことはなく体には自信があっ

た。地面に置いてある土袋を、地面と同じ

高さにある箱に移すという無理な体勢にな

っていた。重いものを持つときの姿勢が悪

かった。

その後、重いものを持つのをやめた。改

善策としては作業台を設けて作業姿勢を改

善する必要がある。

ハウスを一つ減らして、栽培面積を縮小

した。なお骨粗鬆症とのことて食事にとくに気をつけるようになった。コウナゴ、くるみ、

牛乳などを積極的に摂るようにしている。

肥料と植物調整剤に育苗用の土入れ、
混合していた。78歳女性が上記の姿勢
で箱に土を入れていて、腰椎圧迫骨折
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３．重量物の運搬 ② ４３

自宅前の道路に車を止め、後の荷台に積んだ30kgの米袋を家に玄関からいれるため、

持ち上げようとして、背骨がぎくっとなった。第１２胸椎圧迫骨折。

（平成26年 11月上旬 午前7時半頃、男性・61歳）

事故の概況

当日、軽四のバンの荷台に実家から30kgの米袋を持ってきた。自宅前の路上に止め、ハ

ッチバックを上げて、米を持ち上げようとした時、背骨がギックとなって、息もできなく

なるほど痛みを覚え、とにかく、家の玄関まで這って行った。

そのまま、水曜日から月曜日まで横になったまま、家で我慢してしていた。当初はぎっ

くり腰程度と考え、時間が経てば治ると考えていたが、一向によくならず、月曜日に総合

病院の整形外科を受診、ＭＲＩにて、第１２胸骨の圧迫骨折と判明し、コルセットを処方

してもらい11月12日に着用。約半年間着けていた。

なお、骨密度を測定すると通常の半分程度しかなく、骨粗鬆症治療薬を自己注射で１日

１回を１年間投与した。１年後、骨密度を測定したところ、約７割程度に回復していた。

現在は、骨密度の改善のための薬を服用している。

事故原因と対策

33歳の時に深刻な胃潰瘍にて胃を切除しており、そのため次第に骨密度が低下していた

と考えられる。本人には、そのリスクがあるとの情報は届いていなかった。このように胃

の切除や卵巣の切除などの既往歴のある人は骨密度が低下しており、重量物の運搬時には

無理をしない、無理な姿勢での運搬なはしないなどの啓蒙することが重要である。

併せて、本人は運搬時咥えたばこをしており、米袋を持ち上げようとしたとき、米袋と

咥えたばこが接しない

ように、腰を引いて、

顔面と米袋が接しない

よう、反っくり返るよ

うな体制で持ち上げよ

うとした。つまり、重

量物の運搬時には、出

来るだけ体と重量物が

くっつくような体制を

取らず、最も背部に負

荷かる体制で持ち上げ

ようとしていた。

90cm

70cm

30cm

30kgの米袋を、咥えタバコをしていたため、火が米袋に近づか
ないようにと、少し腰を引いて持ち上げ、第12胸椎圧迫骨折


